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はじめに 

 MDX は難解で、習得が困難なクエリー言語であると言われています。多次元データベ

ースの構造が多分に概念的である上、そもそも人間が具体的にイメージできるのが３次

元構造までであることなどが原因として考えられます。 

 また、文法が SQL と似ていることも MDX の習得を困難にしている理由のひとつかも知

れません。MDX は「拡張 SQL」ではありません。全く異なるクエリー言語です。にもかか

わらず、SELECT 文の書き方などが非常に似ているため、どうしてもＳＱＬ的な「表走査」

のイメージで考えてしまいがちです。それが混乱のもとになってしまうのです。 

 さらに、MDX はクエリー結果に多次元構造を持たせることが可能です。このことも理解

を困難にする理由のひとつでしょう。データの抽出結果が５次元になっていたとして、そ

の結果セットをどのようにイメージすれば良いのでしょう？ ほとんどの場合、ビジネスイ

ンテリジェンスシステムのアウトプットは２次元で十分です。 

 本書では、難解といわれている MDX を、可能な限り短期間で実践的に使用できるレ

ベルまで習得できるよう、基本的な考え方や良く使う関数などに範囲を限定し、使用例と

ともに入門編として解説しています。 

 まだ日本語化された情報の少ないこのクエリー言語ですが、本書が開発者の皆様の

言語習得の一助となり、ひいては多次元データベースを使用したより使いやすいＯＬＡＰ

システムの普及に少しでも役立つことができれば、と願っております。 

 なお、本書はマイクロソフト社製 SQL Server2005および 2008 の Analysis Servicesを

前提として解説しております。MDX にはいわゆる「方言」が多く、本書の内容は、他の多

次元データベース製品に必ずしも適合しない可能性があることをあらかじめご了承下さ

い。 

株式会社ヴィバーク 

代表取締役 大家正巳 

 

＊本書は MDX を広く一般に習得して頂くことを目的として無償にて公開しております。そのため、MDX の

学習を目的とした本書の複写や第三者への配布は原則として自由ですが、商用目的での無断引用、無

断転載などは固くお断り致します。また、筆者ならびに株式会社ヴィバークは、本書の著作権を放棄した

ものではないことをご了承下さい。 

＊本書の掲載内容をもとに読者が記述した MDX の発行等により、直接・間接的に生じたトラブルや損失・

損害に関して、筆者ならびに株式会社ヴィバークは一切の責任を負うものではないことをご了承下さい。 

＊SQL Server および SQL Server Analysis Services は米国およびその他の国のMicrosoft Corporationの 

登録商標または商標です。 
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１． キューブの構造 

 リレーショナルデータベースでは、データを 2次元のテーブルに格納します。最初に空

のテーブルを「CREATE」し、そこにデータを「INSERT」してから「SELECT」します。テー

ブルという「箱」と、データという「中身」とをはっきり区別することができます。 

多次元データベースではどうでしょうか？ 

 「テーブルにデータを格納する」という考え方自体を捨てなければなりません。 

 多次元データベースのキューブとは「何かにデータが格納されたもの」としてではなく、

「多次元的に構造化されたデータそのもののかたまり」としてイメージするべきなのです。 

       

 

 

 

図１： リレーショナルデータベースのテーブルと多次元データベースのキューブの違い 

 では、キューブの基本構造を順次、見てみましょう。本書で使用するサンプルとして、

以下のような簡単なキューブを想定します。 

 

図２： サンプルキューブの設定 

   

ABC 123 あああ 

DEF 456 いいい 

 

ひとつのデータ 

多次元データベースでは、キューブとはひとつ

ひとつのデータが構造化された「データの塊」 

リレーショナルデータベースはテーブル 

という「箱」にデータが入っている。 

HIG 777 ううう 

 データを「INSERT」 

箱からデータを 

「SELECT」 
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このサンプルキューブは売上金額、売上数量などの販売データ（図２の中央

「URIAGE」）を集計対象データとし、分析軸として「都道府県－得意先」、「商品分類－

商品」、「担当部署－担当者」、および「売上日付」という４つの分析軸（ディメンション）を

持った、売上分析用のキューブです。 

１-１メジャーとディメンション 

 ディメンションとは例えば商品名や年月など、「数値を集計・分析したい軸」であり、メジ

ャーとは、金額や数量などの「集計対象の数値データ」です。MDX ではメジャーもディメ

ンションの一種と捉えることができます。「特殊なディメンション」であると考えてよいでしょ

う。 

 サンプルキューブのメジャーとディメンション構造を以下に詳述します。 

＜メジャー＞ 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

＜ディメンション＞ 

 
 
 
 

 

 

 

 

図 3： サンプルキューブのメジャーとディメンション 

このキューブでは、データの最小単位（セルと呼びます）は「売上日」「得意先」「商品」

「担当者」ごとの「売上金額」または「売上数量」または「原価金額」です。 

また各ディメンションは「商品分類－商品名」「都道府県－得意先」など階層構造を持

ち、それぞれの階層ごとにメジャー数値が集計可能です。 

次ページ以降に、このキューブのディメンションの構造についてもう少し詳しく記述し

ます。 

 

メジャー名 データの内容 

[Measures].[SURYO]  ( 売上数量)  

[Measures].[URIKINGAKU] ( 売上金額)  

[Measures].[GENKAKINGAKU] ( 原価金額)  

ディメンション名 データの内容 

[ TOKUISAKI]   ( 得意先関連の分析軸)  

[ TANTO]  ( 担当営業関連の分析軸)  

[ SHOHIN]  ( 商品関連の分析軸)  

[ URIAGE DATE]  ( 売上日付関連の分析軸)  
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【TOKUISAKIディメンションの構造】 

 
図 4： TOKUISAKIディメンションの構造 

＜データ構造＞ 

(1) 得意先は都道府県コードを属性に持ち、一つの都道府県に属している。 

(2) 一つの都道府県には複数の得意先が存在している。 

(3) TOKUISAKI(得意先マスタ)のキーは「TOKUICD」である。 

(4) TODOFUKEN (都道府県マスタ)のキーは「TODOFUKENCD」である。 

 

＜階層構造＞ 

(1) [TOKUISAKI]ディメンションは TODOFUKEN→TOKUISAKIという階層構造を持っており、

階層名は「TODOFUKEN – TOKUISAKI」である。 

(2) 階層「TODOFUKEN – TOKUISAKI」は「TODOFUKEN」「TOKUISAKI」という２つのレ

ベルから構成されている。 

 
図 5： TOKUISAKIディメンションのイメージ図 

 

 

[TOKUISAKI]ディメンションのイメージ 
[TOKUISAKI]レベル [TODOFUKEN]レベル 

[TODOFUKEN – TOKUISAKI] 

階層 [ 東京都]  

[ 北海道]  

[ 神奈川]  

[ 旭川商事]  

[ 函館物産]  

[ 千代田開発]  

[ 新宿画廊]  

[ 横浜住宅]  
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[SHOHIN]ディメンション、および[TANTO]ディメンションも同様の構造を持っていることとし、

以下にはイメージ図のみを図示します。 

 
図 6： SHOHINディメンションのイメージ図 

 
図 7： TANTOディメンションのイメージ図 

【URIAGE DATEディメンションの構造】 

 
図 8： URIAGE DATEディメンションのイメージ図 

 [URIAGE DATE]ディメンションには、伝票日付(DENPYMD)から、「年、月、日」の構造を

持つ階層[YYYY- MM- DD]を生成してあるものとします。 

[TANTO]ディメンションのイメージ 
[TANTO]レベル [BUSHO]レベル 

[BUSHO – TANTO] 

階層 

[ 営業２課]  

[ 営業 1 課]  

[ 二打 次郎]  

[ 一田 太郎]  

[ 三田 花子]  

[SHOHIN]ディメンションのイメージ 
[SHOHIN]レベル [SHOHINBUNRUI]レベル 

[SHOHINBUNRUI – SHOHIN] 

階層 [ 文房具]  

[ 家電製品]  

[ 食器]  

[ 冷蔵庫]  

[ 液晶テレビ]  

[ 鉛筆]  

[ 定規]  

[ ティーカップ]  
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１-２ ディメンションのメンバー、階層、レベル 

前述の通り、キューブとは「多次元に構造化されたデータそのもののかたまり」です。

MDX 言語では、キューブからデータを取得する際に「目的のセルまたはセルのかたまり

（セルブロック）の、ディメンション内での位置」を指定する必要があります。 

 

 

 

図 9： セルとセルブロックのイメージ図 

では最も簡単な例でディメンション内の位置を指定してみましょう。 

例：ＭＤＸによるディメンション内の位置の指定 

「液晶テレビ」という商品 [SHOHIN].[SHOHINMEI].[液晶テレビ]  

「家電製品」という商品分類 [SHOHIN].[SHOHINBUNRUIMEI].[ 家電製品]  

 

 キューブでは、ディメンション内のデータ分類（この例の [SHOHINMEI]や

[SHOHINBUNRUIMEI] ）のことをディメンションの「属性」と呼び、個別のデータ値（この例の

「液晶テレビ」や「家電製品」）のことをディメンションの「メンバー」と呼びます。 

 つまり、最も簡単なディメンション内の位置の指定は次のように定義できます。 

[ ディメンション名].[ 属性名].[ メンバー]  

ディメンション内の位置指定の記述は、その各要素を[ ]で括り、ピリオド(.)でつなげま

す。ここで注意して頂きたいのですが、同じ[ ]で括っているにもかかわらず、その意味す

るものが各要素ごとに異なっている、という点です。記述位置により、ディメンションだった

り、属性だったり、メンバーだったりしています。 

上記の例は最も簡単な指定なのでそれほど混乱しませんが、ディメンションには「階

層」という概念があり、この、「階層を含むディメンションの位置指定」を行う場合はちょっと

注意が必要です。 

 

例：ディメンション内の階層を含む位置の指定 

「2009年の 2月」  [URIAGE DATE].[YYYY- MM-DD].[2009 年].[02 月]  

「2009年 2月の月末日」 [ URIAGE DATE].[ YYYY- MM-DD].[ 2009年] .[02 月].LASTCHILD 

「東京都の顧客すべて」 [TOKUISAKI].[TODOFUKEN-TOKUISAKI].[東京都].CHILDREN 

「顧客が存在している全都道府県」  

[TOKUISAKI].[TODOFUKEN-TOKUISAKI].[TODOFUKEN].MEMBERS 

 

ディメンション１ 

ディメンション２ ディメンション３ 

データの最小単位（セル） セルのかたまり（セルブロック） 
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 この例では、「LASTCHILD」や「CHILDREN」などの関数（ＭＤＸでは、「関数（引数）」と記述

する関数と、「.関数」と記述する関数があります）が出てきました。これが何を意味するか

の解説は後ほど詳述します。ひとまずここではディメンション指定の各要素の違いについ

て考えましょう。 

階層を含むディメンション内の位置指定は以下のようになります。 

[ ディメンション名].[ 階層名].[ メンバー](.[ メンバー] …)(. 関数等)  

[ ディメンション名].[ 階層名].[ レベル名]. 関数 

 前述例の[URIAGE DATE]や[TOKUISAKI]はディメンションを示しています。次の[YYYY-

MM- DD]や[TODOFUKEN- TOKUISAKI]は何を示しているのでしょうか？前頁の例ではこの位

置にはディメンションの属性を示していましたが、この例の場合は「階層の名前」を示して

います。さらに最後の例では[TODOFUKEN]は「階層のレベル名」を示しています。 

このように、同じ括弧で括られ、ピリオドでつなげられた一見同じような記述であっても、

それぞれの要素が何を示しているかはディメンションの構造によって全く異なっているこ

とに注意して下さい。 

 なお、SQL Server Analysis Servicesでは、これらディメンション内の位置指定（多くの場

合はメンバーの指定）の際、記述のかなりの部分を省略することが可能です。メンバー指

定の場合、そのメンバーが特定できる限り最小限の記述でも正常に解釈されます。 

 たとえばサンプルキューブでは、[TOKUISAKI].[TODOFUKEN].[東京都]を省略した次

のような記述も可能です。 

[TOKUISAKI].[東京都]   

[ 東京都]  

 このように、ＭＤＸではかなり過度な省略が可能です。しかし、最初に覚える段階でこの

ような省略形は理解の妨げになり得ます。このため、本書では極力省略しない記述での

解説を行います。 
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１-３ タプル（組）とセット 

マイクロソフト社の日本語マニュアル（Books Online等）ではタプルは「組」と翻訳されて

います。しかし本書ではあえて「タプル」と記述することとします。タプルの概念はＭＤＸの

理解における重要事項のひとつです。多次元データベース特有の独特の概念であり、

日本語の「組」という言葉のイメージとは程遠いものだからです。 

ではタプルとセットについてそれぞれ詳述します。 

１-３-１ タプル 

タプルとは、一言で言うと、「一つ以上の異なるディメンションの、それぞれひとつずつ

のメンバーの組み合わせ」です。タプルは各メンバーをカンマ区切りで列挙し、(  )でくく

ります。 

サンプルキューブからタプルをひとつ、記述してみましょう。 

(  [TOKUISAKI].[TODOFUKEN].[東京都],  

[SHOHIN].[SHOHINBUNRUI].[家電製品],  

[Measures].[URIKINGAKU] 

)  

これは何を表しているのでしょう？ 

「東京都の顧客（たち）に、家電製品（液晶テレビ等）が売れた金額」を表しています。 

つまりタプルとは、元のキューブを、いくつかのディメンションで切り取った（スライス

した）かたまりです。それは「元のキューブの一部分」であり、それ自体が一つの小さな

キューブであると考えることもできます。 

 
図 10： タプルのイメージ図 

もっとも単純なタプルは「ひとつのディメンションの、ひとつのメンバー」で構成され、元

のキューブを「輪切り」にした状態のものです。 

ＭＤＸ内でタプルを指定すると、そのタプルは「値」を戻します。値を戻す、ということは

メジャーの指定がひとつだけ必要です。クエリー結果に含まれるその「値」は、「スライス」

されたかたまり（小さなキューブ）のメジャー集計値です。 

タプルの記述には通常、メジャーがひとつだけ含まれます。ただし、メジャーの記述は

省略可能であり、指定がない場合はそのキューブのデフォルトメジャーが指定されたもの

とみなされます。 

元のキューブ 

切り取り 
切り出されたタプルはメジャーをひとつ持ち、

この単位（切り取られた単位）でそのメジャー

の集計値という「値」を持つ。 

タプル 



速 習 ！ 実 践 M D X 入 門  

10 

なお、タプルとは「元のキューブの一部の小さなキューブ」を示すものですので、タ

プルを構成する各メンバーの属するディメンションは、かならず異なっていなければな

りません。 

たとえば、次のようなタプルの指定は無効です。 

([TOKUISAKI].[TODOFUKEN].[東京都],  ← 同じディメンションから２つの 

[TOKUISAKI].[TODOFUKEN].[北海道],  ← メンバーは指定できない 

[Measures].[URIKINGAKU] 

)  

  

([TOKUISAKI].[TODOFUKEN].[東京都],  

[Measures].[URIKINGAKU],  ← メジャーもディメンションの一種 

[Measures].[SURYO]   ← なので２つ指定できない 

)  

 

ではこのような「タプル」の概念はなぜ必要なのでしょうか？MDXにおいてタプルの用

途は大きく２つあります。ひとつ目はクエリー結果の項目としての使用です。この場合、タ

プルは指定された単位での集計値を戻します。ふたつ目はキューブのスライサとしての

使用です。 
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１-３-２ セット 

セットとは「一つ以上のタプルの組み合わせ」であり、クエリー実行結果の「軸」の形を

指定するものです。セットの記述は各タプルをカンマ区切りで列挙し、{ }で括ります。 

最もシンプルなタプルは一つのメンバーですから、最もシンプルなセットは一つのメン

バーのみで構成されます。また、ひとつのセットに複数のタプルを指定する場合はそれ

らのタプルは同一ディメンションで構成されている必要があります。 

では、サンプルキューブからセットをいくつか記述してみましょう。 

No セットの記述例 クエリ結果のイメージ図 
横軸配置の場合 縦軸配置の場合 

1  

{  

[Measures].[SURYO] 

}  

（ひとつのメンバーによる構成） 

 

 

 
 

 

 

 

 

2  

{  

[Measures].[SURYO], 

[Measures].[URIKINGAKU], 

}  

（ふたつのメンバーによる構成） 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

3  

{  

[TOKUISAKI].[TODOFUKEN].[ 宮城県],  

[TOKUISAKI].[TODOFUKEN].[ 東京都],  

[TOKUISAKI].[TODOFUKEN].[ 神奈川県],  

[TOKUISAKI].[TODOFUKEN].[ 大阪府]  

}  

（複数のメンバーによる構成） 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

4  

{  

( [SHOHIN].[SHOHINBUNRUIMEI]. [ 家電製品],  

[TOKUISAKI].[TODOFUKEN].[東京都],  

[Measures].[SURYO] 

  )  

}  

（ひとつのタプルによる構成） 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

5  

{  

( [SHOHIN].[SHOHINBUNRUIMEI]. [ 家電製品],  

[TOKUISAKI].[TODOFUKEN].[東京都]  

  ),  

( [SHOHIN].[SHOHINBUNRUIMEI]. [ 文房具],  

[TOKUISAKI].[TODOFUKEN] 

  )  

}  

（ふたつのタプルによる構成） 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

表 1： セットの例 
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 表１の各セットについて解説します。 

No.１： メジャーのひとつのメンバー [SURYO] のみで構成されています。クエリー結

果の横軸として指定した場合、一つの列として表示されます。 

No.2： メジャーのメンバー [SURYO]と[URIKINGAKU]  の二つのメンバーで構成されて

います。クエリー結果の横軸として指定した場合、ふたつの列として表示されま

す。 

No.3： [TOKUISAKI]ディメンションの[TODOFUKEN]属性の複数のメンバーから構成され

ています。クエリー結果の縦軸として指定した場合、複数の行として表示されま

す。 

No.4：ひとつのタプルで構成されています。タプルは [SHOHIN]ディメンション、

[TOKUISAKI]ディメンションおよびメジャーから、それぞれひとつずつのメンバ

ーで構成されています。クエリー結果の横軸として指定した場合、タプルが列

として表示されます。 

No.5： 二つのタプルで構成されています。[TOKUISAKI]ディメンションは片方が東京

都のみ、もう片方は「全県」の集計です。クエリー結果の横軸として指定した場

合、それぞれのタプルが列として表示されます。このようにクエリー結果の軸を

「非対称」にバラバラに指定できるのがタプルを使用したＭＤＸの特徴です。 

 

 前述のように、セット内に複数のタプルがある場合、それらのディメンションは同一で

ある必要があります。セットの記述と混同しやすいので注意が必要です。 

 例えば 

{  [TOKUISAKI].[TODOFUKEN].[東京都],  [Measures].[URIKINGAKU]  }  

 という記述は無効です。異なるディメンションのタプル（この場合はメンバー）がセッ

ト内に複数指定されているからです。しかしこれが 

{  ( [TOKUISAKI].[TODOFUKEN].[東京都], [Measures].[URIKINGAKU] )  }  

  となると「『異なるディメンションが指定されたひとつの正常なタプル』から構成された

正常なセット」であり、正しい記述になります。 

このように、カッコの種類や数で全く意味が変わってしまうのがディメンション指定

です。慣れるまでは混乱しがちですが、ディメンションの構造とクエリー結果の軸をイ

メージしながら正確に記述するよう心がけて下さい。 
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２． ＭＤＸの基本構文 

２-１ SELECT文の基本構造 

ではいよいよＭＤＸを記述してみましょう。まずはサンプルキューブから、「２００8 年

の商品分類別の売上数量と金額」を抽出してみます。 

 例） 

 

 

 

 

 

 

このＭＤＸのクエリー実行結果は次のようになります。 

 

    次に最も簡単な SELECT 文の基本構造を示します。上記例をもとにしながら、

SELECT文の文法について解説します。 

 

 

 

 

 

 

  ＜SELECT 句の記述ルール＞ 

(1) 軸の指定を明確に記述しなければならない。 

SELECT 句にはひとつ以上の軸を指定し、２軸構造の場合、横軸は ON 

COLUMNS （またはON AXIS(0)） 、縦軸はON ROWS （またはON AXIS(1)） 

と指定します。例では[SURYO]と[URIKINGAKU]を横軸とし、商品分類を縦軸

としています。 

(2) 各軸のセットはそれぞれ別ディメンションでなければならない。 

   横軸（セット１）、縦軸（セット２）、スライサ（セット３）はそれぞれ別ディメンショ

ンで構成されていなければなりません。例では 

SELECT { [Measures].[SURYO],  

    [Measures].[URIKINGAKU] 

  } ON COLUMNS, 

  { [SHOHIN].[SHOHINBUNRUIMEI].CHILDREN 

  } ON ROWS 

FROM [Sales]  

WHERE ([URIAGE DATE].[2008年])  
 

 

SELECT セット１ ON COLUMNS,  ←横軸 

  セット２ ON ROWS  ←縦軸 

FROM  キューブ名    ←キューブ 
WHERE  セット３    ←スライサ 
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  横軸：{[Measures].[SURYO],[Measures].[URIKINGAKU] }  

      縦軸：{[SHOHIN].[SHOHINBUNRUIMEI].CHILDREN } 

      スライサ：([URIAGE DATE].[2008年])  

  となっており、横軸としてメジャー、縦軸として商品軸、スライサとして日付軸

を指定しています。この「ディメンションの扱い」がＳＱＬの SELECT文との大き

な違いです。 

  ＜FROM句の記述ルール＞ 

(1) データ取得元のキューブを指定する。 

FROM 句にはデータ取得対象となるキューブを指定します。ＳＱＬでは

FROM 句にはさまざま構文がありますが、ＭＤＸでは単一のキューブ指定か、

またはサブキューブ指定の２パターンしかありません。 

 例ではデータ取得元のキューブ[Sales ]を指定しています。 

  ＜WHERE句の記述ルール＞ 

(1) セットを指定する。 

ＭＤＸでは WHERE 句は「スライサ」と呼びます。スライサとは SELECT 句

で明確に指定されていないディメンションで指定される、キューブ内のセルブ

ロックです。多くの場合はひとつのタプルを指定しますが、複数タプルからな

るセットを指定することも可能です。 

(2) スライサ指定はデータのフィルタ条件指定とは異なる。 

WHERE 句の考え方がＳＱＬと大きく違うことに注意して下さい。ＭＤＸでは、

対象データの抽出を、「フィルタ」と「スライサ」とに完全に分けて考えます。詳

しくは「２－３ データの抽出とスライス」で解説します。 

(3) WHERE句は任意項目であり、必要なければ記述しない 

    SELECT 句で使用しないディメンションでデータをスライスする必要がない

場合は WHERE 句を記述しません。逆に言えば、SELECT 句で出てこない軸

でデータを切り取る必要がある場合のみ、WHERE 句を指定します。ＭＤＸの

場合、ディメンション指定を SELECT 句の中で行ってしまうことが多く、WHERE

句の記述がないケースもよくあります。 

  【記述の省略】 

ディメンション指定に過度な記述の省略が可能であることは前述しました。たと

えば前述のＭＤＸを次のように「過度に」省略記述することが可能です。括弧すら

も省略されていることに注意してください。 

  SELECT {[SURYO],[URIKINGAKU]}  ON COLUMNS, 

    [ SHOHINBUNRUIMEI].CHILDREN ON ROWS 

       FROM Sales 

  WHERE [2008年]  
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       ＭＤＸを十分に習得してしまえば、このような簡易記述はありがたいのですが、

文法理解の妨げになりますので、最初のうちはあまり省略形を使用しないことを

お勧めします。 

 

 

 

 

 

 

 
  

【コラム】軸の指定におけるＳＱＬとの混乱について 

 

「SELECT する軸を明確にし、それぞれの軸とスライサのディメンションを分

けなければならない」となると、ＳＱＬの場合はごく自然に書けるような検索文を

書こうとして、ハタと困ってしまうことがあります。 

たとえば次のようなＳＱＬを考えてみましょう。 

SELECT 売上年月, 商品コード,SUM(数量) AS 合計数量 

  FROM 商品売上テーブル 

 WHERE 売上年月 BETWEEN ‘2008年 1 月’ AND ‘2008年 6 月’ 

   AND 商品コード IN ( ‘001’, ’002’, ’003’)  

 GROUP BY売上年月, 商品コード 

このＳＱＬを見ると、SELECT する各項目の「軸」が混在しており、また、

WHERE で指定している検索条件との間でディメンションが完全に「カブってい

る」状態に見えます。 

同様のクエリーをＭＤＸとして記述しようと考えると、「各軸、およびスライサ指

定で同じディメンションを指定できない」というルールの前に途方に暮れてしま

いがちです。ＳＱＬを基にしてＭＤＸを考えようとすると混乱してしまう典型的な

ケースと言えるでしょう。 

ＭＤＸの場合、SELECT 句ではクエリー結果をイメージしながら縦軸と横軸を

指定します。また、対象データの抽出方法は「スライサ」と「フィルタ」という２つ

の概念で分けて考える必要があります。この点については「２－４．データの抽

出とスライス」にて詳述します。 

 ちなみに上記のＳＱＬと同じような結果を返すＭＤＸは次のようになります。 

 

SELECT { [Measures].[ 数量] } ON COLUMNS 

{ CrossJoin([ 売上年月].[ 売上年月].[2007 年 1 月]:  

[ 売上年月].[ 売上年月].[2007 年 6 月],  

{[ 商品].[ 商品コード].[001],  

[ 商品].[ 商品コード].[002],  

[ 商品].[ 商品コード].[003]}  

)  

         } ON ROWS 

  FROM 商品売上キューブ 

 

  このＭＤＸ内に出てくる「CrossJoin」や「:」の意味は本書後半にて順次解

説します。ここではＳＱＬとＭＤＸが全くの別物であり、書き方がまったく異なっ

ていることを確認するに留めます。 

 



速 習 ！ 実 践 M D X 入 門  

16 

２-２ クロス集計クエリ 

縦軸と横軸にそれぞれ別項目を割り当てて集計することをクロス集計と言います。 

例） 縦軸に都道府県、横軸に売上年月を指定した売上金額のクロス集計表 

 2009年 7月 2009年 8月 2009年 9月 2009年 10月 
北海道 123,000 211,321 251,210 114,325 
青森県 25,253 24,512, 145,652 141,256 
秋田県 95,254 192,456 98,654 89,635 

 

このような集計表を出力する場合、ＳＱＬでは記述が複雑で、かつレスポンス低下

の原因となりがちなクロス集計クエリーを記述しなくてはなりません。 

しかしＭＤＸであれば、このようなクロス集計表の出力はとても記述が簡単であり、

実行速度もはるかに高レスポンスです。ＭＤＸに習熟すると、例えばＥＸＣＥＬのピボッ

ト集計などとは比較にならないほどの複雑なクロス集計を行うことも可能になります。

まさに本領発揮。ＭＤＸはクロス集計を行うために存在している、と言って良いでしょう。 

でははじめにサンプルキューブから簡単なクロス集計を行ってみます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

縦軸に都道府県、横軸に商品分類を指定します。集計するのは数量です。

[SURYO]の指定が SELECT句に記述されないため、スライサとしてWHERE句で指定し

ます。 

このＭＤＸの実行結果は次のようになります。 
 お菓子 生鮮品 冷凍食品 乾物類 
北海道 925 1,241 1,253 901 
青森県 1,452 986 908 887 
秋田県 854 1,250 1,040 635 

 

では次にこのクエリーの縦軸と横軸を逆にしてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

縦軸に商品分類、横軸が都道府県です。入れ替えただけですね。 

SELECT { [SHOHIN].[SHOHINBUNRUIMEI].CHILDREN 

  } ON COLUMNS, 

  { [TOKUISAKI].[TODOFUKENMEI].CHILDREN 

  } ON ROWS 

FROM [Sales]  

WHERE ([Measures].[SURYO]) 
 
 

SELECT { [TOKUISAKI].[TODOFUKENMEI].CHILDREN 

  } ON COLUMNS, 

{ [SHOHIN].[SHOHINBUNRUIMEI].CHILDREN 

  } ON ROWS 

FROM [Sales]  

WHERE ([Measures].[SURYO]) 
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すると、実行結果は次のようになります。 

 北海道 青森県 秋田県 
お菓子 925 1,452 854 
生鮮品 1,241 986 1,250 
冷凍食品 1,253 908 1,040 
乾物類 901 887 635 

簡単に縦軸と横軸が入れ替わりました。 

今度は、表示する集計項目を増やしてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[Measures].[SURYO]をスライサからはずし、縦軸（ON ROWS）に [SURYO]と

[URIKINGAKU]を含ませす。メジャー指定が SELECT句内に入るため、スライサの記述

が不要になります。縦軸のカッコの書き方にも気をつけてください。セットとタプルが入

れ子になっています。 

{  

([SHOHIN].[SHOHINBUNRUIMEI].CHILDREN,     

   {[Measures].[SURYO],[Measures].[URIKINGAKU]}←セット タプル セット 

  )            

}  

 

実行結果は次のようになります。 

  北海道 青森県 秋田県 
お菓子 SURYO 925 1,452 854 
お菓子 URIKINGAKU 12,560 31,012 9,000 
生鮮品 SURYO 1,241 986 1,250 
生鮮品 URIKINGAKU 53,254 12,123 36,520 
冷凍食品 SURYO 1,253 908 1,040 
冷凍食品 URIKINGAKU 23,254 15,200 15,420 
乾物類 SURYO 901 887 635 
乾物類 URIKINGAKU 25,412 14,412 8,985 

 

数量と金額がそれぞれ表示されるようになりました。 

 

SELECT { [TOKUISAKI].[TODOFUKENMEI].CHILDREN 

  } ON COLUMNS, 

{ ([SHOHIN].[SHOHINBUNRUIMEI].CHILDREN, 

   {[Measures].[SURYO],[Measures].[URIKINGAKU]} 

   )  

  } ON ROWS 

FROM [Sales]  
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最後に、数量と金額を横に並べてみます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メジャーの指定を横軸 (ON COLUMNS)に入れ替えただけです。 

実行結果は次のようになります。 
 北海道 北海道 青森県 青森県 秋田県 秋田県 
 SURYO URIKINGAKU SURYO URIKINGAKU SURYO URIKINGAKU 

お菓子 925 12,560 1,452 31,012 854 9,000 
生鮮品 1,241 53,254 986 12,123 1,250 36,520 
冷凍食品 1,253 23,254 908 15,200 1,040 15,420 
乾物類 901 25,412 887 14,412 635 8,985 

 

先ほどは行ごとに数量と金額が並んでしましたが、今度は列ごとに並びました。 

 

このように、縦横の軸の内容を変えたクエリー結果が、ＭＤＸを「ちょっとだけ」修正

することで簡単に取得可能なのです。「ダイシング」と呼ばれる行為です。「多次元デ

ータベース」の有効な活用方法がよくお分かり頂けるのではないでしょうか？ 

 

２-３ データの抽出とスライサ 

ＭＤＸではデータ抽出の考え方がＳＱＬと大きく異なります。ＳＱＬでは「データの検

索条件」を WHERE句に記述しますが、ＭＤＸの場合は「スライサ」と「フィルタ」の２通

りの考え方でデータを絞り込みます。 

２-３-１ スライサ 

元のキューブから、必要な部分を「切り取る」のがスライサです。あくまで「切る」とい

う行為であることに注意して下さい。キューブを「切る」のですから、ひとつ以上のディ

メンションから、それぞれメンバーを指定します。 

例１） WHERE ([TOKUISAKI].[TODOFUKENMEI].[東京都] ,  

     [ SHOHIN].[SHOHINBUNRUIMEI].[家電製品],  

     [Measures].[SURYO] ) 

 

 

 

 「東京都に売れた家電製品の数量」 
図 12： スライスイメージ 

SELECT { ( [TOKUISAKI].[TODOFUKENMEI].CHILDREN, 

   {[Measures].[SURYO],[Measures].[URIKINGAKU]} 

    )  

  } ON COLUMNS, 

{ [SHOHIN].[SHOHINBUNRUIMEI].CHILDREN 

  } ON ROWS 

FROM [Sales]  
 

家電製品 

東京都 
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例２） WHERE ({ [TOKUISAKI].[TODOFUKENMEI].[東京都] ,  

          [TOKUISAKI].[TODOFUKENMEI].[大阪府] },  

       [SHOHIN].[SHOHINBUNRUIMEI].[家電製品],  

       [Measures].[SURYO]) 

 

 

 

 「東京都と大阪府に売れた家電製品の数量」 
 図 1３： スライスイメージ 

このようにキューブを「切り取り」ます。 

ＳＱＬの WHERE 句のように等号などの演算子を使用してデータの値に条件を付

けるのではないことに注意して下さい。 

２-３-２ フィルタによるデータ抽出 

ＳＱＬで言う「検索条件」に感覚的に近いのは、「スライサ」よりも「フィルタ」かもしれ

ません。フィルタは WHERE 句ではなく、SELECT 句でディメンションの指定をする際

に FILTER関数として記述します。 

   

 構文：  FILTER ( セット, 条件式 )  
 

 例として、「２００９年７月の売上金額が５０,０００円以上の顧客」を抽出してみます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 実行結果は次のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    このＭＤＸで注意して頂きたいのは次の２点です。 

・ 縦軸と横軸に同じディメンション（メジャー）が登場している。 

ＭＤＸの基本構文には、「異なる軸で同じディメンションを指定することはでき

ない」というルールがあります。しかしこのＭＤＸでは縦軸と横軸の両方にメジャ

SELECT { [Measures].[URIKINGAKU] 

} ON COLUMNS, 

{ FILTER([TOKUISAKI].[TOKUIMEI].CHILDREN, 

    [Measures].[URIKINGAKU] >50000) 

} ON ROWS 

FROM [Sales]  

WHERE  ([URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].[2009 年].[07 月])  
  

東京都 大阪府 

家電製品 
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ーディメンションが指定されています。なぜこのような記述が許されるのでしょう

か？ 

 その理由は、この FILTER 関数の戻りセットが[TOKUISAKI]ディメンションで

あり、メジャーディメンションではないからです。FILTER関数の 2つ目のパラメ

ータである [Measures].[ URIKINGAKU] >50000 という条件式でメジャーディメ

ンションを使用していますが、これはあくまで[TOKUISAKI]ディメンションのメン

バーを絞り込むための条件に過ぎないため、他の軸で指定したディメンション

を使用しても何ら問題ありません。 

 

・ FILTER 関数の条件式を評価する対象は指定したセットのメンバー単位であ

る。 

FILTER 関数では第一パラメータでセットを指定しますが、その構成メン

バーが階層構造の途中のレベル（商品ディメンションにおける「商品分類」な

ど）である場合、そのレベルでの集計値が評価の対象となります。つまりＳＱＬ

で使用する GROUP BY や HAVINGの考え方が、階層構造化したディメンシ

ョンでは自動的に判断されます。 

従って、上記例の 

FILTER([TOKUISAKI].[TOKUIMEI].CHILDREN, 

   [Measures].[URIKINGAKU] >50000)  

      と言う記述は、スライサ部分とあわせて、「２００９年７月の顧客別売上合計金

額が５万円を超えている」という意味になります。 

 
【コラム】データの抽出条件はどこに入れる？ 

 

MDX で抽出したいデータを絞り込む場合、「スライサ」と「フィルタ」以外に

SELECT 軸でのメンバー指定も多く利用します。例えば特定の商品（液晶テレ

ビ）の売上金額を見たい場合には、 

SELECT { [MEASURES].[URIKINGAKU] } ON COLUMNS,  

{ [SHOHIN].[SHOHINMEI].[ 液晶テレビ]  } ON ROWS 

  FROM Sales 

 

と記述し、スライサもフィルタも使わず、直接 SELECT 軸に抽出条件となるメ

ンバーの指定を行います。 

 このように、SQLであれば全てWHERE句で書いてしまうような抽出条件の

指定が、SELECT 文全体に散らばるのが MDXの特徴です。慣れてしまうと

直感的に書けるようになりますが、最初は必要な抽出条件を、 

① SELECT する軸のメンバー指定なのか？ 

② SELECT しない軸ならばスライサとしてWHEREに書くべきか？ 

③ メンバー指定ではなく、特定軸でのメジャー値に Filterをかけるのか？  

の順番で考えると良いでしょう。 
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３． クエリー結果の整形 

ＳＱＬ同様、ＭＤＸでは並び順指定や全項目ＮＵＬＬとなる行（または列）を表示しな

いなど、クエリー結果の整形をすることができます。 

３-１ ＮＵＬＬ値だけの行（列）を表示しない 

  SELECT句の軸の指定に「NON EMPTY」と指定することで、その軸の全ての項目が
NULL となるデータを除外することができます。 

  次のMDXを実行してみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以下のような実行結果が得られたとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この場合、「指定なし」という行のすべての列が(NULL)になっています。これは「指定な

し」という商品分類の商品の売上が存在していないことを表しています。 

通常、このような行はクエリー結果には不要です。この行を表示しないようにするため

にはＭＤＸを次のように修正します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

SELECT { [TOKUISAKI].[TOKUIMEI].CHILDREN 

} ON COLUMNS,  

{ [SHOHIN].[SHOHINBUNRUIMEI].CHILDREN 

} ON ROWS 

FROM [Sales]  

WHERE  ([Measures].[URIKINGAKU]) 
  

SELECT { [TOKUISAKI].[ TOKUIMEI].CHILDREN 

} ON COLUMNS 

NON EMPTY{ [SHOHIN].[SHOHINBUNRUIMEI].CHILDREN 

} ON ROWS, 

FROM [Sales]  

WHERE  ([Measures].[URIKINGAKU]) 
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実行結果は次のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 このように、「すべての項目が NULL となる行（または列）を、クエリー結果から除外す

る」場合は、その軸のセットの記述前に「NON EMPTY」を指定します。 

３-２ データの並べ替え（ＯＲＤＥＲ） 

 次に、データの並べ替えを行います。データの並べ替えには ORDER関数を使用します。 

 

 構文：  ORDER ( セット, 数値または文字式, 並べ替えオプション)  
 

 第一パラメータのセットは並べ替えるセットを指定し、第二パラメータの数値式は並べ

替えの根拠となる数値または文字式を指定します。第三パラメータには昇順（ASC）、降

順（DESC）を指定します。 

 例として、「売り上げ数量の多い順」に得意先を並べてみます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 実行結果は次のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このように、「２００７年の売り上げ数量の多い順」に得意先が並びました。 
 

SELECT { [M easures].[SURYO] 

} ON COLUMNS, 

{ ORDER([TOKUISAKI].[TOKUIMEI].CHILDREN, 

[Measures].[SURYO],DESC) 

} ON ROWS 

FROM [Sales]  

WHERE  ([URIAGE DATE].[YEAR].[2007年])   
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３-３ プロパティ表示（コードと名称） 

 リレーショナルデータベースを扱いなれた人が多次元データベースを扱おうとする際に

戸惑うことのひとつに「コードと名称」についての考え方の相違があります。 

 リレーショナルデータベースの場合、例えば商品マスタなどの構造は、 

 商品コード、商品名、…（その他属性）… 

 とすることが圧倒的に多く、データを一意に判断するのはあくまで商品「コード」です。

ただし、商品コードだけではそれが何なのかは判断できないことが多く、商品名称を別

項目として定義し、「商品名称は商品コードに従属する」という関係を持たせます。 

 一方、多次元データベースの場合、キューブ生成する際には「商品名称」などの、クエ

リー結果に表示させたい項目自身でディメンションを構成します。ここで問題が発生しが

ちなのがデータの一意性です。キューブにはデータの完璧な整合性が求められるため、

たとえ「名称」であってもメジャー以外の各ディメンション値に重複は許されません。同じ

商品名を、複数の商品コードに設定することができないのです。 

 この問題を回避するためには、ディメンションの各項目を「コード＋名称」のように文字

列結合した値にするなどの工夫が必要です。 

 （なお、名称項目に一意性が保たれている場合は、ディメンションの設定によって「コードでデータの

関連付けを行い、表示するのは名称とする」ことが可能です。本書５ページで行っている方法ですが、

各コードでディメンションデータを関連付けた後、各ディメンションの NameColumnプロパティにそれぞ

れの名称項目を指定することで実現できます） 

 ところで、ディメンションを構成する項目はあくまで「コード」とし、それぞれの「名称」を

ディメンションの「プロパティ」として設定する方法もあります。 

 このような場合、ディメンションを構成する項目は名称ではなく、コードになります。 

 例えば、サンプルキューブの[SHOHIN]ディメンションが次のような構成であったとします。 

 
図 14： ディメンションイメージ 

[SHOHIN]ディメンションのイメージ 
[SHOHIN]レベル [SHOHINBUNRUI]レベル 

[SHOHINBUNRUI – SHOHIN] 

階層 [02]  

[01]  

[03]  

[A002] 

[A001] 

[A003] 

[B001] 

[B002] 
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 ディメンションがこのように「名称」からではなく「コード」で構成されていた場合、ＭＤＸ

の実行結果はどうなるでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

商品分類別の売上を取得するＭＤＸですが、実行結果は次のようになります。 

 

 

 

 

 このように、各商品分類の「名称」がわからない結果表になってしまいます。実際に欲し

いのは次のような表ですね。 

 

 

 

 ビジネスシステムでは、このように「コード」と「名称」を併記した表にしたいことがよくあり

ます。 

 このような結果表を得るためには、ディメンションのメンバープロパティをＭＤＸで一緒

に取得することが必要です。そのためには、まずキューブの構造として、必要な属性情

報がディメンションに含まれていることが必要です。含まれていない場合はディメンション

構造を修正し、キューブを再処理する必要があります。 

 SURYO 

01 925 
02 1,241 
03 1,253 

CODE NAME SURYO 

01 家電製品 925 
02 文房具 1,241 
03 食器 1,253 

SELECT { [M easures].[SURYO] 

} ON COLUMNS, 

{ [ SHOHIN].[ SHOHINBUNRUI -  SHOHIN].CHILDREN 

} ON ROWS 

FROM [Sales]  

WHERE  ([URIAGE DATE].[YEAR].[2007年])   
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 キューブを SQL Server Business Intelligence Development Studio で開き、ソリューショ

ンエクスプローラ（画面右側）で当該ディメンションをダブルクリックするとディメンション構

造が表示され、メンバープロパティが確認できます。 

  

 

 

図 15： SQL Server Business Intelligence Development Studio 

 ＭＤＸでプロパティを一緒に取得するためには、次のように記述します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  これでディメンションのメンバープロパティを取得し、コードと名称を併記した表がクエリ

ー結果となります。 

 ただし、SQL Server Management Studio2005 からのＭＤＸ発行では、DIMENSION 

PROPERTIES を正しく指定しても実行結果にはプロパティ値は含まれませんので注意し

て下さい。後ほど詳述する ADOMD.Net 経由の結果セットには含まれますし、６章で解

説するＭＤＸ対応アプリケーション構築ツール「CubeWalker」であれば正常に取得するこ

とが出来ます。 

 メンバープロパティは「コード」に対する「名称」、という利用方法以外でも、例えば商品

の色や人物の年齢など、必要に応じて様々に使用することができます。 

これらがメンバープロパティ。 
右側のデータソースビューのエリアから項目名を
ドラッグドロップすることで簡単に追加できます。 

SELECT { [M easures].[SURYO] 

} ON COLUMNS, 

{ [ SHOHIN].[ SHOHINBUNRUI -  SHOHIN].CHILDREN 

} DIMENSION PROPERTIES  

[SHOHIN].[SHOHINBUNRUI].[SHOHINBUNRUICD] ,  

 [SHOHIN].[SHOHINBUNRUI].[SHOHINBUNRUIMEI] 

ON ROWS 

FROM [Sales]  

WHERE  ([URIAGE DATE].[YEAR].[2007年])   
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４． 計算されるメンバー 

  キューブ内に存在しているセルの値をそのまま取得・表示するのではなく、何らかの計

算を行った結果をクエリー結果として取得したい場合があります。ＭＤＸではそのような

場合、「計算されるメンバー」を定義して使用します。 

構文： WITH MEMBER (定義するメンバー名) AS (メンバーの計算式)  
 

 計算されるメンバーの定義は SELECT 句の前に記述します。サンプルキューブから、

利益金額（売上金額－原価金額）を取得するＭＤＸを記述してみます。 

 

 

 

 

 

 

  このＭＤＸの実行結果は次のようになります。 

 
 
 
 

 このように、計算されるメンバーを使用することで、もともとのキューブには存在しない項

目を、計算値として取得することができます。 

 計算式には別ディメンションのメンバーを指定したタプルや各種関数などを使用して

様々な計算を行うことができます。 

 例えば上記のクエリーに商品の売上金額構成比を追加してみます。 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

WITH MEMBER [Measures].[RIEKI]  

AS [Measures].[URIKINGAKU]-  [Measures].[GENKAKINGAKU] 

SELECT {  [ Measures].[ RIEKI]  

} ON COLUMNS, 

{ [ SHOHIN]. [SHOHIN].CHILDREN 

} ON ROWS 

FROM [Sales]  

WHERE  ([URIAGE DATE].[YEAR].[2007年])   

WITH MEMBER [Measures].[RIEKI]  

AS [Measures].[URIKINGAKU]-  [Measures].[GENKAKINGAKU] 

      MEMBER [Measures].[KOSEIHI]  

AS [Measures].[URIKINGAKU] / 

([SHOHIN].[SHOHIN].CurrentMember.Parent, 

[ Measures].[URIKINGAKU]) 

SELECT {  [ Measures].[ RIEKI] ,  

    [ Measures].[KOSEIHI]  

} ON COLUMNS, 

{ [ SHOHIN]. [SHOHIN].CHILDREN 

} ON ROWS 

FROM [Sales]  

WHERE  ([URIAGE DATE].[YEAR].[2007年])   
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[MEASURES].[URIKINGAKU] /  

([SHOHIN].[SHOHIN].CurrentMember.Parent ,[ Measures].[URIKINGAKU]) 
 

 という計算式が「その商品の売上金額構成比」を意味しています。 

「.  CurrentMember.Parent 」の記述が「自分自身のひとつ上の階層のメンバー（こ

の場合は全商品）」を表わす関数であり、[URIKINGAKU]とタプルにすることで「全商品の

合計売上金額」を指定しています。（関数の詳しい内容については５章で詳述します） 

 このように、計算式を正しく指定することにより、様々な計算をクエリーに埋め込むことが

できます。 

 ただし、計算されるメンバーはクエリー発行の都度、計算処理を行うことに気をつけて

下さい。多次元データベースがリレーショナルデータベースより圧倒的に速い理由は、

「あらかじめ集計計算処理を行っており、クエリー実行時には結果の値を取得するだけ」

だからです。 

 従って、計算されるメンバーであまりに複雑な計算を数多く記述してしまうと、せっかく

の高レスポンスが犠牲になってしまう可能性があるのです。 

 しかしだからと言って「クエリーで取得する可能性のある値はすべてキューブのメジャー

としてあらかじめ計算させておくべきだ」ということではありません。メジャー項目数が増え

ると、今度はキューブの生成時間が長くなり、また生成されるキューブも物理的に肥大化

してしまいます。 

 つまりキューブ設計時に、計算によって取得可能な数値をメジャーとして埋め込んでお

くべきか、ＭＤＸ発行時に計算するメンバーとして実行の都度計算させるかは、「キュー

ブの大きさと生成にかかる時間」と「ＭＤＸ発行時のレスポンス」のトレードオフ関係を考

慮しつつ決定すべきものなのです。 
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４-１ 代表的な計算式の例 

 ビジネスシステムで、計算されるメンバーで使用することが多い計算式のサンプルを列

挙します。 

 

(1) 累計 
月ごとの売上金額と、期首からの売上金額累計を取得するＭＤＸは次のようにな

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 実行結果は次のようになります。 

 

 

 

 

 

 

   上段はその月の売上金額、下段はその年度の累計金額です。 

   この例で使用しているのは SUM関数と「:」という演算子です 

   「：」は範囲を示す演算子で、範囲内の全メンバーを含むセットを返します。 

メンバーＡ:メンバーＢ 
   と記述することで「メンバーＡからメンバーＢまでの全メンバー」のセットを取得

できます。上記の例では 

[URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].[2007年].F irstChild :  

[URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].CurrentMember 

 の記述で、「２００７年度の最初の月からその月まで」を意味します。 

  SUM関数の構文は５章で詳述しますが、 

SUM([URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].[2007年].F irstChild :  

[URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].CurrentMember,  

[ Measures].[URIKINGAKU]) 

と記述することで「２００７年度の最初の月からその月までの売上金額合計」とな

ります。 

WITH MEMBER [Measures].[RUIK EI] AS  

  Sum([URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].[2007年].FIRSTCHILD: 

[URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].CurrentMember,  

[Measures].[URIKINGAKU]) 

SELECT {[URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].[2007年].C hildren  

    } ON COLUMNS, 

   {[  Measures].[URIKINGAKU], 

    [ Measures].[RUIKEI]   

  }  ON ROWS 

FROM SALES  
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(2) 移動平均、移動合計 
累計は「期首からその月まで」という範囲指定ですが、移動平均や移動合計の

場合は「その月（日）までの直近数ヶ月間（数日間）」が計算対象範囲となります。そ

の場合は次のような計算式になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   LASTPERIODS(6,[URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].CURRENTMEMBER)  

   が「直近６ヶ月」を意味しています。（関数の詳細は５章参照） 

   AVG(LASTPERIODS(6,[URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].CURRENTMEMBER) ,  

     [MEASURES].[URIKINGAKU]) 

 で「直近６ヶ月の売上金額の平均」すなわち移動平均となり、AVG を SUM に変

更すると「直近６ヶ月の売上金額の合計」すなわち移動合計となります。 

 

(3) 増加減少率 
ファンチャートなどで使用する増加減少率は次のような計算式で取得します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

( [URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].CurrentMember,[  Measures].[URIKINGAKU]) /  

( [URIAGE DATE].[YYYY-MM- DD].[2007 年].F irstChild ,[ Measures].[URIKINGAKU]) 

という２つのタプルの割り算が「期首月を基準としたその月の増減率」を意味しています。 

( [URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].CurrentMember,[ Measures].[URIKINGAKU]) /  

( [URIAGE DATE].[YYYY-MM- DD].CurrentMember.PrevMember,  

[ Measures].[URIKINGAKU]) 

とすると「前月比」になります。（くどいようですが、関数の詳細は５章で解説します） 

WITH MEMBER [Measures].[ HEIKIN] AS  

 Avg( LastPeriods(6, [URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].CurrentMember),  

[Measures].[URIKINGAKU]) 

SELECT {[URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].[2007年].C hildren  

   } ON COLUMNS, 

  {[ Measures].[URIKINGAKU], 

   [ Measures]. [ HEIKIN]   

 } ON ROWS 

FROM SALES  

WITH MEMBER [Measures].[ ZOUKARITSU] AS  

( [URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].CurrentMember,[Measures].[URIKINGAKU]) /  

( [URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].[2007年].F irstChild ,[Measures].[URIKINGAKU]) 

SELECT {[URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].[2007年].C hildren  

   } ON COLUMNS, 

  {[ Measures].[URIKINGAKU], 

   [ Measures].[ ZOUKARITSU]   

 } ON ROWS 

FROM SALES  
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(4) 構成比 
パレート図などで使用する構成比は次のような計算式でも取得できます。 

（CurrentMember.Parentを使わない方法） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

([SHOHIN].[SHOHINMEI].[ALL], [Measures].[URIKINGAKU]) 

 というタプルが「全商品の売上合計金額」を意味しており、縦軸が 

   [ SHOHIN].[ SHOHINMEI] .Children であるため、 

[Measures].[URIKINGAKU] /  

([SHOHIN].[SHOHINMEI].[ALL],[Measures].[URIKINGAKU]) 

 と記述することにより、「商品別の売上構成比」を意味することになります。 

 

 

WITH MEMBER [Measures].[ KOSEIHI] AS  

  [Measures].[URIKINGAKU] /  

([SHOHIN].[SHOHINMEI].[ALL],[Measures].[URIKINGAKU]) 

SELECT { [Measures].[URIKINGAKU], 

   [Measures].[KOSEIHI]  

   } ON COLUMNS, 

  {[ SHOHIN].[ SHOHINMEI] .Children  

 } ON ROWS 

FROM Sales   

WHERE [URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].[2008年]  
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４-２ データ形式の編集（カンマ区切りなど） 

 計算されるメンバーでは、値そのものの計算以外に、クエリー結果として表示される際

の書式も定義することができます。 

 構文： WITH MEMBER (定義するメンバー名) AS (メンバーの計算式),  

   FORMAT_STRING=書式文字列 
 

  書式文字列の詳細はマイクロソフト社の Books Online を参照して下さい。 

  例えば、前述の増加減少率の項目をパーセント表示にするためには次のように記述

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実行結果は次のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 厳密には FORMAT_STRINGは「セルプロパティ」のひとつです。他にもセルプロパティは

存在しており、キューブ設定と MDX 記述で活用可能なのですが、本書では最も利便性

の高い FORMAT_STRINGの簡単な使用法の解説に留めることとします。セルプロパティの

詳細や他のプロパティ値についてはマイクロソフト社の Books Online 等を参照して下さ

い。 

 

WITH MEMBER [Measures].[ ZOUKARITSU] AS  

( [URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].CURRENTMEMBER,[Measures].[URIKINGAKU]) /  

( [URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].[2007年].FIR STCHILD,[ Measures].[URIKINGAKU]) 

   , FORMAT_STRING= “0.00%” 

SELECT {[URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].[2007年].CHILDREN 

   } ON COLUMNS, 

  {[ Measures].[URIKINGAKU], 

   [ Measures].[ ZOUKARITSU]   

 } ON ROWS 

FROM SALES  
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５． 関数 

ＭＤＸには数多くの関数が用意されており、様々な用途に使用できます。 

本章ではそれら関数のなかから、よく使うものを厳選し、重要度ごとにステップを

分けて解説することにします。 

  記載されていない関数についてはマイクロソフト社の Books Online等を参照して

下さい。 

５-１ ステップＡ： 最も良く使う関数 

  最も重要で良く使う関数として、次の関数を解説します。 

関数名 概要 

.Children  階層化されたディメンションのメンバーのひとつ下位の

メンバーを戻します。 .FirstChild  

.LastChild  

.Parent  階層化されたディメンションのひとつ上のレベルのメン

バーを戻します 

. Members （階層化されたディメンションの（下位レベルの）全ての

メンバーを戻します。 . AllMembers 

.PrevMember 指定メンバーのひとつ前後のメンバーを戻します。 

.NextMember 

.CurrentMember 階層化されたディメンションでの「今の」メンバーを戻し

ます。 

Crossjoin ()  ２つのメンバーの全組み合わせのセットを戻します。 

Filter ()  データの抽出条件を指定します。 

Order()  データの並び順を指定します。 

Sum() データの集計計算を行う関数です。 

Avg() 

Max() 

Min()  
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（１） .Children  .FirstChild  .LastChild  .Parent  

  構文  メンバー.Children  ( 戻り：セット)  

   メンバー.FirstChild  ( 戻り：メンバー)  

   メンバー.LastChild  ( 戻り：メンバー)  

   メンバー.Parent  ( 戻り：メンバー)  

     Children は指定メンバーのひとつ下の階層レベルの全メンバーのセットを返し

ます。FirstChild は最初のメンバーを、LastChild は最後のメンバーを返します。 

   Parent は指定メンバーのひとつ上の階層レベルのメンバーを返します。 

 

 

 
図 16： ディメンションイメージ 
 

① [TOKUISAKI].[TODOFUKEN–TOKUISAKI].Children  

② [TOKUISAKI].[TODOFUKEN–TOKUISAKI].FirstChild  

③  [TOKUISAKI].[TODOFUKEN–TOKUISAKI].[函館物産]. Parent  

④ [TOKUISAKI].[TODOFUKEN–TOKUISAKI].LastChild  

⑤ [TOKUISAKI].[TODOFUKEN–TOKUISAKI].[北海道]. Children  
 

 [TOKUISAKI].[TODOFUKEN–TOKUISAKI]は階層であり、メンバーではありません。文法

上は Children や FirstChild ,LastChild はメンバーの指定のみですが、階層指定で

も正常に動作します。これは階層までしか記述されていない場合はデフォルトとして

[all] というメンバー「全メンバー合計」が指定されたとみなす、ということのようです。つま

り上記①は [TOKUISAKI].[TODOFUKEN–TOKUISAKI].[all] . CHILDRENと書くべきとこ

ろ、.[all]が省略された、と考えられます。 

[TOKUISAKI]レベル [TODOFUKEN]レベル 

[TODOFUKEN – TOKUISAKI] 

階層 [ 東京都]  

[ 北海道]  

[ 神奈川]  

[ 旭川商事]  

[ 函館物産]  

[ 千代田開発]  

[ 新宿画廊]  

[ 横浜住宅]  

[TOKUISAKI]ディメンション 

１ ４ 

２ 

３ 

５ 
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（２） .Members  .AllMembers 

  構文  階層. Members   ( 戻り：セット)  

   レベル. Members   ( 戻り：セット)  

Membersは指定されたディメンション、階層またはレベルの全てのメンバーを返し

ます。 

 
図 1７： ディメンションイメージ 
 

① [TOKUISAKI].[TODOFUKEN–TOKUISAKI]. Members 

② [TOKUISAKI].[TODOFUKEN–TOKUISAKI].[TOKUISAKI].Members 
 

  Children と違い、Membersは階層構造の全レベルのメンバーを戻します。ディメ

ンション式および階層式の場合は、当該ディメンションまたは階層の全メンバの合

計値である[all] というメンバーが戻りセットに含まれます。 

また、指定が階層式あるいはレベル式でなくてはならず、メンバー式ではないこ

とに注意して下さい。 

   AllMembersの場合は、そのＭＤＸ内で定義されている「計算されるメンバー」も

戻りセットに含まれます。 

 

 

[TOKUISAKI]レベル [TODOFUKEN]レベル 

[TODOFUKEN – TOKUISAKI] 

階層 [ 東京都]  

[ 北海道]  

[ 神奈川]  

[ 旭川商事]  

[ 函館物産]  

[ 千代田開発]  

[ 新宿画廊]  

[ 横浜住宅]  

[TOKUISAKI]ディメンション 

１ ２ 
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（３） .PrevMember  .NextMember 

  構文  メンバー. PrevMember  ( 戻り：メンバー)  

   メンバー.NextMember  ( 戻り：メンバー)  

  指定されたメンバーのひとつ前、またはひとつ後ろのメンバーを戻します。 

 
図 18： ディメンションイメージ 

 

① [TOKUISAKI].[TODOFUKEN–TOKUISAKI]. [ 北海道]  

.[ 旭川商事]. PrevMember 

② [TOKUISAKI].[TODOFUKEN–TOKUISAKI].[ 東京都]  

.[ 新宿画廊]. NextMember 
 

   PrevMember、NextMemberは、同じ階層レベル内での前後のメンバーを戻します。

計算されるメンバーの計算式で、例えば「前月対比」などの算出に良く使用します。 
 
 

（４） .CurrentMember 

  構文  ディメンション.CurrentMember(戻り：メンバー)  

   階層.  CurrentMember  ( 戻り：メンバー)  

 繰り返し式の中で「現在のメンバー」を戻します。 

     クロス集計表中の計算されるメンバーなどでよく使用します。 

 
 
 
   
 
 
 

[TOKUISAKI]レベル [TODOFUKEN]レベル 

[TODOFUKEN – TOKUISAKI] 

階層 [ 東京都]  

[ 北海道]  

[ 神奈川]  

[ 旭川商事]  

[ 函館物産]  

[ 千代田開発]  

[ 新宿画廊]  

[ 横浜住宅]  

[TOKUISAKI]ディメンション 

２ 

１ 

「累計」は期首から「現在のメンバー」までの集計値（28ページ参照) 
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（５） CrossJoin()  

  構文  CrossJoin (セット１,セット２ (,セット３…) )  

( 戻り：セット)  
 

２つ以上のセットのクロス積を返します。 

複数の異なるディメンジョンのメンバー同士の全組み合わせ、例えば商品ごとの

売上金額と売上数量などをひとつの軸に並べたい場合などに使用します。 

  SQL Server Analysis Services では、Crossjoin と全く同じ結果を返す記述として

セット同士を「*」で繋げる方法もあります。 

 

  構文  {セット１ } *  {セット２ } (* {セット 3 }…)  ( 戻り：セット)  
 

  セット１が「食器」、「寝具」、「文房具」という３つのメンバーを持ち、セット２が「数

量」、「金額」という２つのメンバーを持っている場合、Crossjoin は次のようなセット

を返します。 
 
 

  
 

 【タプル記述と CrossJoin の混同】 
   ここでちょっと不思議なＭＤＸ文を考えます。１７ページのＭＤＸを思い出してくださ

い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    このＭＤＸのクエリー結果の縦軸は、CrossJoin そのものでした。（17 ページ参

照） しかし、このＭＤＸ式には「CrossJoin」の記述も、「*」の記述もありません。 

    では、ためしに次のように書き換えてみましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

SELECT { [TOKUISAKI].[TODOFUKENMEI].CHILDREN 

  } ON COLUMNS, 

{ ([SHOHIN].[ SHOHINBUNRUIMEI].CHILDREN, 

   {[Measures].[SURYO],[Measures].[URIKINGAKU]} 

   )  

  } ON ROWS 

FROM [Sales]  
 

SELECT { [TOKUISAKI].[TODOFUKENMEI].CHILDREN 

  } ON COLUMNS, 

{ CrossJoin([SHOHIN].[SHOHINBUNRUIMEI].CHILDREN, 

   {[Measures].[SURYO],[Measures].[URIK INGAKU]} 

   )  

  } ON ROWS 

FROM [Sales]  
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    CrossJoin を明記してみました。実行結果はどう変わるでしょうか？ 

実は、この２つのＭＤＸは全く同じクエリー結果を返します。これはどういうことなの

でしょうか？ 

 もう一度、書き換え前のＭＤＸの縦軸の記述を見てみます。 

([SHOHIN].[SHOHINBUNRUIMEI].CHILDREN, 

   {[Measures].[SURYO],[Measures].[URIKINGAKU]}   )  

  この部分は( )で括られており、１７ページでは「タプルである」と解説しています。し

かし良く考えてみると、「タプルとは、次元の異なる１つ以上のメンバーで構成され

る」という定義でした。この式はどうでしょうか？ 

[SHOHIN].[SHOHINBUNRUIMEI].CHILDRENも、{[Measures].[SURYO], 

[Measures].[URIKINGAKU]}も、メンバーではなくセットです。そしてこの記述の戻り

もセットですね。 

つまり、この記述はタプルではなく、セットを表している。ということになります。しか

しタプルを表わす( ) で括られています。一体これはどういうことでしょう？ 

    実は、厳密なことは筆者にも分かりません。おそらくこの記述は、 

CrossJoin([SHOHIN].[SHOHINBUNRUIMEI].CHILDREN, 

          {[Measures].[SURYO],[Measures].[URIKINGAKU]}) 

  から「CrossJoin」の記述を省略したもの、と考えると良いようです。つまり、この( )

は、タプルを表しているのではなく、CrossJoin 関数のパラメータを表している、と考

えると辻褄が合います。 

    １７ページでは簡単のためあえて「タプル」として解説しましたが、正確にはタプル

ではなく、セットだったのです。 

このようにＭＤＸでは、ときおり不可解な記述がまかり通ることがあります。これは

おそらく過度な記述省略が許されているからなのだと思われるのですが、あまり深く

考えすぎず、慣れてしまうこともＭＤＸ習得には大切なことのようです。 
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（６） Filter()  

  構文  Filter (セット,条件式)    (戻り：セット)  
 

Filter 関数はクエリー結果に含まれる値の条件を指定し、絞り込みます。 

   第１パラメータには絞り込み対象のセットを指定し、第２パラメータに絞り込むための

条件式を指定します。以下にいくつかの使用例を挙げます。 

 

  〈２００８年１２月の売上が１００万円以上の得意先の２００８年の全体売上金額〉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この例では第２パラメータに 

([URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].[2008 年].[12 月],[Measures].[URIKINGAKU])  

  というタプルを指定することにより、特定期間（2008年 12月）の売上金額を明示、

その金額が１００万円を超える、という条件を指定しています。そして、スライサに

2008年を指定することで、横軸に現れる売上金額を 2008年の全体売上に特定して

います。 

 

  〈前年より売上数量が 10パーセント増加している商品の、２００７年１２月と ２００８

年１２月の売上金額〉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この例ではスライサに SURYOを指定することで、すべての計算や表示対象を金

額ではなく、数量としています。その上で Filter 関数の条件式に 2007年 12月よ

り 2008 年 12 月の方が１０パーセント以上増加している、という条件指定を行ってい

ます。 

 
 
 

SELECT { [Measures].[URIKINGAKU] } ON COLUMNS, 

{ Filter([TOKUISAKI].[TOKUIMEI].CHILDREN, 

   ([URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].[2008 年].[12 月],  

[Measures].[URIKINGAKU]) >1000000   )  

  } ON ROWS 

FROM [Sales]  

WHERE   [URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].[2008 年]  
 

SELECT { [URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].[2007 年].[12 月],  

[URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].[2008 年].[12 月]  

} ON COLUMNS, 

{  Filter([SHOHIN].[SHOHINMEI].CHILDREN, 

[URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].[2008 年].[12 月] >  

[URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].[2007 年].[12 月] * 1.1  

  )  

  } ON ROWS 

FROM [Sales]  

WHERE [Measures].[SURYO] 
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（７） Order()  

  構文  Order( セット,数値または文字式,並べ替えオプション)  

  ( 戻り：セット)  
 

クエリー結果に含まれるメンバーを並び替えます。 

   第１パラメータには並べ替え対象のセットを指定し、第２パラメータに並べる根拠とな

る数値または文字式を、第３パラメータには昇順、降順などのオプションを指定します。 

  以下に使用例を挙げます。 

 

  〈２００８年１２月の商品別売上数量を多い順に表示〉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   この例では商品名の一覧である[SHOHIN].[SHOHINMEI].CHILDRENを、売上数量の

多い順（降順）に並べています。少ない順（昇順）に並べる場合は DESCの替わりに

ASCを指定します。 
  

（８） Sum()、Avg()、Max()、Min()  

  構文  Sum(セット,数値式 )  

   Avg(セット,数値式 )  

   Min(セット,数値式 )  

   Max(セット,数値式 )  
 

  それぞれ第一パラメータのセット内における、第２パラメータの数値式の集計（Sum）、

平均（Avg）、最少値（Min）、最大値（Max）を戻します。これらの関数は主に計算される

メンバーで使用されます。計算されるメンバーではなく、Select 軸に直接メジャーを指

定する場合、Sum関数を使用しなくても値は表示単位で集計されることがありますので

注意して下さい。 
  

  〈２００８年８月から１２月の商品別売上数量合計を取得〉 
 
 
 
 
 
  

    この例は集計値を表示しますが、Sum関数を使用しません。 

SELECT { [Measures].[SURYO] } ON COLUMNS, 

{ Order([SHOHIN].[SHOHINMEI].CHILDREN, 

    [Measures].[SURYO],DESC) 

  } ON ROWS 

FROM [Sales]  

WHERE   [URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].[2008 年].[12 月]  
 

SELECT { [Measures].[SURYO] } ON COLUMNS 

FROM [Sales]  

WHERE   [URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].[2008 年].[08 月]:  

        [URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].[2008 年].[12 月]  
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  〈２００８年の月別売上累計を取得〉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   この例では月別の売上累計金額の算出のため、「期首から当該月までの集計値」

の計算に Sum関数を使用しています。 

       
 

  〈２００８年の月間平均売上金額と最大、最少の売上金額を取得〉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   この例では Avg、Max、Minを使用し、それぞれの集計計算を行っています。 
 
 

WITH MEMBER [Measures].[累計]  

AS Sum([URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].[2008 年].FIRSTCHILD: 

       [URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].CurrentMember, 

  [Measures].[URIKINGAKU]) 

SELECT { [URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].[2008 年].Children  

} ON COLUMNS, 

        { [Measures].[ 累計] } ON ROWS 

FROM [Sales]  

WITH MEMBER [Measures].[平均売上]  

AS Avg([URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].[2008 年]. Children ,  

  [ Measures].[URIKINGAKU]) 

 MEMBER [Measures].[最大売上]  

AS Max([URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].[2008 年]. Children ,  

  [Measures].[URIKINGAKU]) 

MEMBER [Measures].[最少売上]  

AS Min([URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].[2008 年]. Children ,  

  [Measures].[URIKINGAKU]) 

SELECT { [Measures].[ 平均売上],  

    [Measures].[ 最大売上],  

    [Measures].[ 最少売上]  

} ON COLUMNS 

FROM [Sales]  
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５-２ ステップＢ： 使うと便利な関数 

   次に、比較的使う可能性の高い関数について解説します。 

関数名 概要 

.Lag()  相対位置指定により、メンバーを指定します。 

.Lead()  

LastPeriods()  直近のメンバーを戻します。 

ParallelPeriod()  あるメンバーが所属する階層レベルにおける相対位置

と同じ相対位置にあるメンバーを戻します。 

Descendants() あるメンバーの下位階層レベルのメンバー（子孫）のセ

ットを戻します。 

Ancestors()  あるメンバーの上位階層レベルのメンバー（先祖）を戻

します。 

 

（１） . Lag()   . Lead() 

  構文  メンバー.Lag( 相対位置)   ( 戻り：メンバー)  

   メンバー.Lead( 相対位置)  ( 戻り：メンバー)  

  指定されたメンバーから相対位置指定された位置のメンバーを戻します。 

 
図 19： ディメンションイメージ 

① [TOKUISAKI].[TODOFUKEN–TOKUISAKI].[北海道].[ 函館物産]. Lead(2) 

[TOKUISAKI].[TODOFUKEN–TOKUISAKI].[神奈川].[ 横浜住宅]. Lag(2) 
  ② [TOKUISAKI].[TODOFUKEN–TOKUISAKI].[東京都] . Lead(2) 

 

   Leadは、同じ階層レベル内での相対位置分後ろのメンバーを戻します。Lag は前

のメンバーを戻します。 

[TOKUISAKI]レベル [TODOFUKEN]レベル 

[TODOFUKEN – TOKUISAKI] 

階層 [ 東京都]  

[ 北海道]  

[ 神奈川]  

[ 旭川商事]  

[ 函館物産]  

[ 千代田開発]  

[ 新宿画廊]  

[ 横浜住宅]  

[TOKUISAKI]ディメンション 

２ 

１ 
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（２） LastPeriods()   

  構文  LastPeriods ( 個数, メンバー)  

        ( 戻り：メンバー)  

 
 指定されたメンバーからさかのぼって指定個数分のメンバーからなるセットを戻します。 

 
図 20： ディメンションイメージ 

 

① LastPeriods ( 4,  

[TOKUISAKI].[TODOFUKEN–TOKUISAKI].[神奈川].[ 横浜住宅] )  

   
    LastPeriods は、同じ階層レベル内での「直近」のメンバーからなるセットですので、

計算されるメンバーとして、日付ディメンションで「過去６か月分の合計」などを取得す

る場合に使います。 

 

[TOKUISAKI]レベル [TODOFUKEN]レベル 

[TODOFUKEN – TOKUISAKI] 

階層 [ 東京都]  

[ 北海道]  

[ 神奈川]  

[ 旭川商事]  

[ 函館物産]  

[ 千代田開発]  

[ 新宿画廊]  

[ 横浜住宅]  

[TOKUISAKI]ディメンション 

１ 
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（３） ParallelPeriod()   

  構文  ParallelPeriod( レベル, 相対位置, メンバー)  

        ( 戻り：メンバー)  

  
指定されたメンバーを指定されたレベルで相対位置分ずらしたメンバーをもどしま

す。 

 
図 21： ディメンションイメージ 

 

① Parallel Period( [URIATE DATE].[YYYY—MM- DD].[MONTH], - 3,  

[URIAGE DATE].[YYYY—MM- DD].[2009 年].[1 月].[1 月 2 日])  

② Parallel Period( [URIATE DATE]. [YYYY—MM-DD].[YEAR], 1,  

[URIAGE DATE].[YYYY—MM- DD].[2008 年].[12 月].[12 月 1 日])  

 
      

   ①は[2009 年].[1 月].[1 月 2 日]から[MONTH]レベルで３つ前のレベルの同じ位

置にいるメンバーを、②は[2008 年].[12 月].[12 月 1 日]から[YEAR]レベルで１つ

後ろのレベルの同じ位置にいるメンバーを戻しています。 

   この関数は計算するメンバー内で CurrentMemberの前月同日や前年同日、同曜

日などを取得する場合に使用します。 

[YEAR]レベル [DAY]レベル [MONTH]レベル 

[11 月]  

[10 月]  

[10 月 2 日]  

[10 月 1 日]  

[11 月 1 日]  

[11 月 2 日]  

[URIAGE DATE]ディメンション 

[2008 年]  

： 

： 
[12 月]  [1 2 月 1 日]  

[12 月 2 日]  

： 

[12 月]  

[1 月]  

[1 月 2 日]  

[1 月 1 日]  

[12 月 1 日]  

[12 月 2 日]  

： 
[2009 年]  

１ 

： ２ 

： 
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（４） Descendants()   

  構文  Descendants(メンバー,  
レベルまたは相対レベル数値, オプション)  

        ( 戻り：セット)  

 
 第一パラメータで指定されたメンバーから下位階層レベルを第二パラメータで指定し、

そのレベルから第三パラメータで指定したオプションによる上下のレベルのメンバーのセ

ットを戻します。 

 
図 22： ディメンションイメージ 

① Descendants([URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].[YEAR].[2008 年] ,  

[URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].[MONTH],SELF)  

または 

Descendants([URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].[YEAR].[2008 年] , 1,SELF)  

 

② Descendants([URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].[YEAR].[2008 年] ,  

[URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].[MONTH],AFTER)  

または 

Descendants([URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].[YEAR].[2008 年] , 2,AFTER)  
 

③ Descendants([URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].[YEAR].[2008 年] ,  

[URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].[MONTH],BEFORE)  

または 

Descendants([URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].[YEAR].[2008 年] , 0,BEFORE)  

[YEAR]レベル [DAY]レベル [MONTH]レベル 

[11 月]  

[10 月]  

[10 月 2 日]  

[10 月 1 日]  

[11 月 1 日]  

[11 月 2 日]  

[URIAGE DATE]ディメンション 

[2008 年]  

： 

： 
[12 月]  [1 2 月 1 日]  

[12 月 2 日]  

： 

３ 

１

２ 
２ 
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    第一パラメータで指定したメンバーから下位階層の全メンバーを対象とし、第２パラメ

ータで指定したレベル（数値指定の場合は第一パラメータのメンバーからの相対レベ

ル）を基準に、次のように第三パラメータを指定します。 

 SELF   :指定したレベルの全メンバー 

 AFTER   :指定したレベルより下位の全階層の全メンバー 

 BEFORE   :指定したレベルより上位の全階層の全メンバー 

 BEFORE_AND_AFTER :指定したレベルの上位と下位の全階層の全メンバー 

 SELF_AND_AFTER :指定したレベルと、それより下位の全階層の全メンバー 

 SELF_AND_BEFORE :指定したレベルと、それより上位の全階層の全メンバー 

 SELF_BEFORE_AFTER :指定したレベルと、上下位の全階層の全メンバー 

 LEAVES   :指定したレベルの全メンバーと、それより上位階層だが 

下位階層レベルのメンバーを持たないメンバー 

（リーフ子孫メンバー） 

（５） Ancestor()   

  構文  Ancestor( メンバー, レベルまたは相対レベル数値)  

        ( 戻り：メンバー)  

 
  第一パラメータで指定されたメンバーから第二パラメータで指定した上位階層レベ

ルのメンバーを戻します。 

 
図 23： ディメンションイメージ 

① Ancestor([URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].[2008 年].[11 月] ,  

[URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].[YEAR])  

② Ancestor([URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].[2008 年].[11 月].[11 月 1 日] ,  

[URIAGE DATE].[YYYY- MM- DD].[YEAR])  

 

[YEAR]レベル [DAY]レベル [MONTH]レベル 

[11 月]  

[10 月]  

[10 月 2 日]  

[10 月 1 日]  

[11 月 1 日]  

[11 月 2 日]  

[URIAGE DATE]ディメンション 

[2008 年]  

： 

： 
[12 月]  [12 月 1 日]  

[12 月 2 日]  

： 

１ 

２ 
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５-３ステップＣ： 知っておいた方が良い関数 

関数名 概要 

StrToMember 編集された文字列を各種の要素に変換します。パラメ

ータを使用したMDXなどで使用します。 StrToValue 

StrToSet 

StrToTuple 

 

StrToMember() StrToValue() StrToSet() StrToTouple()  

  構文  StrToMember(文字列 )   ( 戻り：メンバー)  

StrToValue( 文字列 )   ( 戻り：値)  

   StrToSet( 文字列 )   ( 戻り：セット)  

   StrToTouple( 文字列 )   ( 戻り：タプル)  

 
  パラメータで指定された文字列を、ＭＤＸ文のそれぞれの要素に変換します。 

   ＭＤＸではデータの抽出条件となる指定が SELECT句や WHERE句のメンバー指定

などで直接記述されてしまうため、ＭＤＸ文をプロシージャ化して抽出条件をプロシー

ジャのパラメータとして指定する、ということができません。 

   そのために用意されているのがこれらの関数です。 

   関数にパラメータに文字列（’で括る）を指定し、その結果をメンバーなどＭＤＸの各

要素に変換します。 

   ADOMD.Netを使用したクライアントアプリケーションの開発や、当社製品 

「ＣｕｂｅＷａｌｋｅｒ」を使用したアプリケーション構築などでよく使用します。 

 

  使用例：パラメータを受け取るＭＤＸプロシージャの例 

(年を変数「@NEN」として受け取った場合のＭＤＸ) 

 

 

 

 

 

 

 

 このように、文字列は「+」で結合するなどの編集が可能です。 

  また、文字列編集時にはＶＢＡ関数も使用できます。これらの組み合わせで文字列編

集することにより、ＭＤＸ文をあらかじめ静的に作成し、パラメータ指定にて動作されるこ

とが可能になります。 

SELECT { [Measures].[URIKINGAKU] } ON COLUMNS, 

{ StrToMember( ‘[URIAGE DATE].[YYYY- MM-DD].[ ‘  

+ @NEN ＋’] ’).Children  

} ON ROWS 

FROM [Sales]  
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６． MDXを発行するクライアントアプリケーションの作り方 

本書ではここまで、MDX言語の一般的な解説を行ってきました。 

この章では MDX を使ったクライアントアプリケーションの作り方について解説しま

す。 

最初に MDX を発行するために必要なミドルウェア「ADOMD.Net」についての概要

を、その後、当社が独自開発し製品化したアプリケーション開発ツール「CubeWalker」

を使ったサンプルアプリケーションの作り方について解説します。 

「CubeWalker」は、直接 MDXを記述し、SQL Server Analysis Servicesに発行する

ことができるおそらく唯一の開発ツールです。さらに、画面によって MDX の発行と

SQL の発行を切り替えることができるため、多次元データベースとリレーショナルデー

タベースの両方にアクセス可能な BIシステムを構築することができます。 

６-１ ＡＤＯＭＤ．Ｎｅｔ 

 SQL Server Analysis Servicesにアクセスするプログラムを作成、実行するためには、

通常の.NET Framework に含まれている ADO.Net のほかに、マイクロソフト社が無償

提供しているミドルウェアである ADOMD.Net をクライアント PC にインストールする必

要があります。ADOMD.Netはマイクロソフト社のWebサイトから無料でダウンロードす

ることができます。 

   ADOMD.Net をインストールすると、VisualStudio.Net で MDX を発行するプログラム

の開発を行うことができます。プロジェクトを開き、「参照の追加」で 

「Microsoft.AnalysisServices.AdomdClient」を追加します。 

 
  

   この参照を追加すると、ADOMD.Netのオブジェクトモデルが使用可能になります。 

   ADOMD.Net のオブジェクトモデルは ADO.Net のオブジェクトモデルに良く似てい

ます。リレーショナルデータベースへアクセスする.Net プログラムを開発したことがあれ

ば、それほど困難なく理解することができると思います。詳細についてはマイクロソフト

社のオンラインヘルプ等を参照して下さい。 
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６-２ CubeWalkerとは 

   CubeWalker は、当社（株式会社ヴィバーク）が独自に開発・製品化したアプリケーシ

ョン構築ツールです。 

   もともとは SQL Server や Oracle などのリレーショナルデータベースにアクセスする

ビジネス系アプリケーションの超高効率開発ツール「BIBO」という製品なのですが、そ

れをベースに、リレーショナルデータベースだけではなく SQL Server Analysis 

Services にもアクセスできるように改造し、「CubeWalker」という名前で別エディションと

して製品化したものです。 

   つまり、「CubeWalker」は、リレーショナルデータベースにも、多次元データベースに

もアクセス可能な、超高効率なアプリケーション構築ツールなのです。 
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６-３ CubeWalkerを使用した簡単なクライアントアプリケーション 

  では CubeWalkerを使用して簡単なサンプルアプリケーションを作成してみましょう。 

  CubeWalker には試用版が用意されています。試用版の制限は、「作成できる画面枚

数が３画面まで」というものですので、これから解説する画面作成は使用版でも十分可

能です。 

   CubeWalker の試用版は当社のＷｅｂサイト（http://www.vivouac.co.jp ）から無料

でダウンロードできますのでご利用下さい。   

  では CubeWalkerを使用したアプリケーション開発手順を解説します。 

 

（１） 事前準備 

(ア) .NＥＴ Frameworkのインストール 
 CubeWalkerは.NET Framework2.0以降が必要です。 

まずは.NET Framework2.0 以降がクライアントＰＣにインストールされていることを

確認し、インストールされていない場合はインストールして下さい。（.NET Framework

はマイクロソフト社のWebサイトから無料でダウンロード可能です） 

 

(イ) ADOMD.Netのインストール 
 次に ADOMD.Net をインストールします。マイクロソフト社の Web サイトからダウン

ロードし、クライアントＰＣにインストールして下さい。 

 

(ウ) SQL Server および SQL Server  Analysis Servicesのインストール 
 SQL Server および SQL Server Analysis Servicesをインストールします。インストー

ルするのはサーバマシンでも結構です。クライアントＰＣ１台でスタンドアロン型で作

成する場合はクライアントＰＣにインストールして下さい。 

 インストールの手順等は SQL Serverのインストールマニュアル等をご参照下さい。 

 

(エ)CubeWalker試用版のダウンロード 
 当社のＷｅｂサイト（http://www.vivouac.co.jp ）からＣｕｂｅＷａｌｋｅｒの試用版をダ

ウンロードして下さい。 

 ＣｕｂｅＷａｌｋｅｒ試用版は以下のファイルから構成されています。 

  

 ・開発モジュール CW Conductor.exe 

 ・実行モジュール CW.exe 

 ・操作マニュアル マニュアル.pdf 

 

 これらのファイルを任意のフォルダに配置して使用して下さい。（インストーラによる

インストールは不要です） 
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（２） 簡単なクライアントアプリケーション開発 

(ア) 開発モジュールの起動とデータベース作成 
ＣｕｂｅＷａｌｋｅｒは開発モジュールと実行モジュールの２つで構成されています。 

開発者は開発モジュールを使用してアプリケーションを構築します。開発モジュ

ールは各種設定情報やＭＤＸ文などをリレーショナルデータベースに登録します。  

実行モジュールはそれら設定情報とＭＤＸをデータベースから読みながら動

作します。 

 ではまず、開発モジュール(CW Conductor.exe)を起動しましょう。 

  
 

    最初にＣｕｂｅＷａｌｋｅｒの設定データ格納用のリレーショナルデータベースに接続

します。初回接続時には次のようなメッセージが表示されます。 

    
 

  「はい」を選択すると接続先データベース内にプロジェクトを作成します。 

 
 

  試用版として使用する場合は、この画面で何も入力せずに「ＯＫ」ボタン押下し

ます。 
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(イ) キューブへのセッション追加 

 ログインすると、上記のような画面が表示されます。右上の「接続先」に現在ログイ

ンしているリレーショナルデータベースが表示されます。 

 ここに、SQL Server Analysis Servicesへの接続を追加します。 

  

 

 

 

 

右クリックで接続先の追加を 

クリックすると接続先編集画面 

が表示されます。 

 

 「接続先の編集」画面で任意の名称を入力し、ＤＢ種類に「SQL Server Analysis 

Services」を選択、Data Sourceにキューブが作成されているマシン名、Initial Catalog

に多次元データベース名を入力してＯＫボタン押下で接続が登録されます。「接続

テスト」ボタン押下で接続の確認ができます。 
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(ウ) 画面の作成と検索条件項目の作成 
 キューブへの接続が追加できたら、画面プログラムの作成です。 

 開発モジュール左上の「メニュー」エリアにて右クリックし、「メニュー項目の追加」を

選択して下さい。 

 
 

左図のような画面が表示されますので、任意のメ

ニュー名称を入力し、「スタイル」項目で「ダブルクリ

ックでフォームを開く」を選択して「ＯＫ」ボタン押下

します。 

 

 

 

 すると、メニューエリアに、登録したメニ

ューが表示されますので、当該メニュー

を必ず「チェック」して下さい。 

「フォーム未設定」を選択し、右クリック

で「新規作成」－「リストフォーム」を選択

します。 

 

 

 

「新規作成フォーム」の画面が表示

されます。 

「キャプション」欄が新規作成するフ

ォームのキャプションになりますので、

任意の名前を入力します。 

 

さらに、「検索対象接続先」を、「現

在のデータベース」ではなく、「接続先

の編集」画面で追加した SQL Server 

Analysis Servicesへの接続を選択して

下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チェックを付ける 
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ＣｕｂｅＷａｌｋｅｒで作成する

フォームの基本は左図です。 

 上部に検索条件項目を配

置するエリアがあり、下部は

検索結果を表示するグリッド

エリアになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索条件項目は開発モジュール右側の「検索条件」エリアで作成します。 

ここでは最も簡単に、検索対象の年度を文字入力する検索条件を追加してみます。

スタイル－文字を選択し、右クリックで「追加」を選択すると、次のような画面が表示さ

れます。 

 

ひとまずこのまま「ＯＫ」ボタンを

押下します。 

 

 

すると、下図のような画面が表示されます。 

 

検索条件を配置するエリア 

検索結果を表示するエリア 
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ＤＢ項目名が、ＭＤＸが受け取るパラメータになります。MDX は 2 バイトコードを

パラメータとして受け取れないため、この欄は半角英数字で入力して下さい。 

 ここでは年を指定させるため、ＤＢ項目名を「NEN」、スタイル欄を「数字のみ」、前

キャプションのテキストを「年」、最大文字数を「４」にして「ＯＫ」ボタン押下します。 

 検索条件エリアに新規検索条件項目が追加されたのが確認できますので、その

項目をフォーム上の検索条件エリアにドラッグ＆ドロップします。 
 

 
 

 検索条件項目がフォームに配置されます。 

 フォーム上検索エリアの空いている部分（検索条件項目が配置されていない部

分）で右クリックし、「保存」を選択します。 

 

(エ)画面の検索ＭＤＸ作成 
 次に、この画面が発行するＭＤＸを記述します。作成中のフォームの右側に、すで

に「検索」ボタンが配置されています。これ押下すると、次のような画面が表示されま

す。 

 
 

 この画面がＭＤＸの編集画面です。 
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 先ほど画面に配置したパラメータがすでにパラメータ欄にありますので、「処理」欄

に、このパラメータを使用したＭＤＸを記述します。 

 ＣｕｂｅＷａｌｋｅｒは、ADOMD.Net を使用し、プロシージャ化したＭＤＸを発行します。

そのため、記述するＭＤＸがパラメータを受け取る場合、そのパラメータは

「StrToMember」などの関数を使用してＭＤＸ内にて使用します。 

 

 例：パラメータで受けとった年の、月別、商品別売上クロス集計を取得するＭＤＸ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＭＤＸを記述したら、「ＯＫ」ボタン押下でクライアントアプリケーション完成です。 

 

SELECT { StrToMember(‘[URIAGE DATE].[YYYY- MM-DD].[ ‘ + 

@NEN + ‘年] ’).Children  

} ON COLUMNS, 

        { [SHOHIN].[SHOHINMEI].CHILDREN } ON ROWS 

FROM [Sales]  

WHERE   [Measures].[URIKINGAKU] 
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（３） 実行モジュールによる動作 

(ア) ライセンスファイルの作成 
ＣｕｂｅＷａｌｋｅｒの実行モジュールを動作させるためには、専用の接続情報ファイ

ルを生成し、同じフォルダに配置する必要があります。接続情報ファイルは開発

モジュールの「ツール」メニューから生成させることができます。 

 

左図の「システム名」は、実行モジュール起動時、メ

ニュー画面の上部に表示される「システムの名前」で 

す。 

ただし、試用版の場合はかならず「試用版」と表示さ

れますので、この欄に入力した名前は表示されません。 

 

(イ) 実行モジュールの起動 
作成した接続情報ファイル（BloLicense）を実行モジュール（CW.exe）と同じフォ

ルダに配置し、実行モジュールを起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このように、ＣｕｂｅＷａｌｋｅｒでは、多次元データベースにＭＤＸを発行するクライアン

トアプリケーションを、とても簡単に作成することができます。 

 ＣｕｂｅＷａｌｋｅｒでは、このほかにも様々な機能を持ったアプリケーションも開発可能

です。詳しくは試用版とともにダウンロードされるマニュアルを参照して下さい。 
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